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まず, 第 1章においては, リブ補強の概念, 従来の リブ補強に関する研究の展望および本研究甲目的お
よび概要について述べている｡
第2童においては, 厚さが部分的に異なる試験片の応力集中の解析のため, 著者が考案 し, 本研究に使
用 したアル ミニウムの真空蒸着膜を反射面として用いる反射光弾性実験法について述べている｡ この方法
は従来の金属箔を反射面とする反射光弾性実験法に比 し, 付着強度が大でかつ反射率も高く, したがって









ることを意味 しており, 実験結果の適用範囲の増大することを述べている｡ なお, リブの大きさ, すみ肉
部の曲率半径および部材▲の剛性などに応じて, 両すみ肉部の集中応力が等 しくなるような直角三角形 リブ




における応力集中を広範囲に求めている｡ その結果, すみ肉部の集中応力とリブ本体の応力とが等 しくな












的に実験により求めている｡ なお, 材料力学的に理論計算により補強部付近の変形を求める式を誘導 し,
それによる計算結果が実験結果とよく一致することを示 している｡
第8章は断面積の異なる長方形断面をもった直交部材を直角不等辺三角形 リブで補強する場合の剛性を
求めたもので, リブの形状, 大きさ, 厚さおよび両部材の断面の大きさを種々に変えた場合の変形状態を
実験的に求め, またその変形量を求める近似計算式を誘導 している｡ なお, ここにえられた変形量に対す
る結果と第4章において求めた リブ付根すみ肉部の応力集中に関する結果とを総合 して, 強度および剛性





近似計算式を材料力学的に誘導 し, 実験結果とよい一致がえられることを示 している｡











剛性は両部相聞の相対的な変位によって評価されるから, それらを実験的に測定 しているのであるが, 応
力集中に関 しては補強 リブは多くの場合部材と厚さが部分的に異るから, 著者は特殊な反射光弾性実験法
を考案 し, この方法を用いて集中応力の解析を行い, 満足するにたる成果をあげている｡ また変位に関し
ては材料力学的な理論により計算式を誘導 し, それが実測の結果とよく一致することを示 し, これらより
補強 リブの設計法に関する広範なる知見を与えている｡
本研究は等 しい断面をもつ直交部材問に通用される補強 リブの設計法, および相異なる断面をもつ直交
部材間における直角三角形や台形の補強 リブの最適形状, あるいはT形に交差する部材間に通用される補
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